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1. はじめに
多言語間コミュニケーションにおいて,同一の単語を
用いて会話をしている場合でも，相手の文化について十
分に理解していないために,誤解が生じる可能性がある
[1]. 文化の違いに基づく誤解を回避するためには，用い
ている単語に文化差があることを，話者に認識させる必
要がある．しかし，相手の文化に関する十分な知識が必
要となるため，文化差の有無の判断は容易ではない．
我々はこれまでに，文化差検出に関する検討を行って
きた．語句に関する文化差の有無に関しては，Wikipedia
の項目数に基づく手法，記事内の国名・言語名数に基づ
く手法，記事における執筆者の意図に基づく手法を統合
することにより，比較的高い精度での判定を可能にした
[2]．一方，コミュニケーションにおいて，文化差のある
語をユーザが「適切に」使うことができるようにするに
は，文化差のある語句を検出するだけでなく，どのよう
な違いがあるのかを理解させる必要がある．
そこで我々は，Wikipediaを用いた文化差可視化サー
ビス SwaChica(スワッチカ)を開発した．本サービスで
は，文化の違いを直感的に表すために，画像を利用する．
本稿では，文化差検出結果を適切に提示するための，画
像検索エンジンを利用した画像選択手法について述べる．

2. 関連研究
インターネット上の画像検索に関するシステム開発や
研究は，多数行われている．既存の画像検索サービスは，
画像が存在するページ内の画像周辺の単語を，画像検索
のための手がかりとしている．また，画像内容を表す特
徴量を考慮して，画像検索を行うシステムも提案されて
いる．
例えば，獅々堀らは，検索語句に適した画像をWebか
ら検索するために，画像知識DBを用いたフィルタリン
グおよびユーザの画像選択のフィードバックを用いるこ
とで，既存の画像検索システム（Google 画像検索）の
検索精度の改善を試みている [3]．
本研究においても，既存の画像検索エンジンの結果を
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図 1: 文化差可視化サービスにおける画像表示例

利用することを検討している．本研究と既存研究の違い
は，Wikipediaの一つの記事内容と合う「適切な画像」
を選択する方法を検討している点である．

3. 文化差可視化サービスと画像選択の問題
3.1 文化差可視化サービス SwaChica

文化差可視化サービス SwaChicaは，語句を入力する
と，文化差検出手法 [2]により文化差の有無を調べ，そ
の結果を可視化するサービスである．図 1のように，両
文化における検索語句についての画像を提示することに
より，どのような違いがあるのかを直感的に理解できる
ようにしている．

SwaChicaでは，Google画像検索を用いて，検索上位
の画像を表示する．文化差検出手法 [2]ではWikipedia
を用いているため，Wikipedia記事内の画像を提示する
方法も考えられる．しかし，1つの画像のみではステレ
オタイプとなるため，多様性を持たせるために，本サー
ビスでは画像検索サービスを利用することとした．

3.2 画像選択の問題
上述のように，本サービスでは，画像検索サービスに

よる検索上位の画像を利用している．しかし，ある語句
について単純に画像検索を行うと，語句の持つ多様性に
より，意図した画像（適切な画像）が得られない場合が
ある．多様性を持つ語句を表す「適切な画像」は，その
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図 2: 画像選択の失敗例

語句の用いられている文脈によって変わる．しかし，本
サービスで用いる文化差検出手法では，語句を入力する
と，Wikipedia内の 1つの記事を参照するため，本研究
では，文化差の判定で用いられたWikipediaの記事内容
と合う画像を「適切な画像」と定義する．
図 2に，SwaChicaの画像選択の失敗例として，「赤飯」
という単語の文化差可視化結果を示す．「赤飯」を入力し
た場合，文化差検出手法では，料理の「赤飯」に関する
Wikipediaの記事を参照しており，その内容に合う画像
を提示する必要がある．しかし，図 2では「赤飯」とい
う歌い手§の画像が選択されている．これは，「赤飯」と
いう単語が多様性を持っているため，発生する問題であ
る．同様の例としては，「天津飯」がある．天津飯は，一
般的には中華料理を指し，検索結果の画像としても中華
料理の画像が多く表示される．しかし，漫画に登場する
架空の人物の画像も検索結果として表示される．
このような多様性のある単語への対応方法の 1つとし
て，Wikipediaの「曖昧さ回避のページ」の利用が考え
られる．Wikipediaには，内容が異なるトピックである
が，記事名が同じになってしまう場合に，それらを判別
しやすくするためのページとして，「曖昧さ回避のペー
ジ」が用意されている．曖昧さ回避ページが存在する場
合は，Wikipedia内の画像を優先して利用することで，
ある程度，語句の多様性による問題へ対応できる可能性

§ニコニコ動画では「歌手」と「歌い手」を区別している．プロな
らば「歌手」，一般人なら「歌い手」と呼ぶ．

がある．
しかし，本稿で提示失敗例として示した，歌い手の「赤

飯」の記事は，2012年 6月 28日時点ではWikipedia上
に存在しない．このように，Wikipedia上で記事が作成
されていなければ，対応することはできない．そのため，
曖昧さ回避のページにより問題を回避できない場合の対
応方法について検討する必要がある．

4. 画像選択手法の検討
本研究では，多様性を持つ語句に関して，適切な画像

を提示できるようにするために，3種類の画像選択手法
を検討した．本検討では，Google画像検索¶，Bing画像
検索‖，Yahoo画像検索∗∗を用いた．本稿では，日本語
を検索語とした画像選択を検討する．また，画像の検索
結果は，上位 10件を対象とする．

1. 画像検索エンジンの多数決方式
本方式では，複数の画像検索エンジンを利用し，そ
れぞれの画像検索結果を統合して，画像を選択する．
統合の手順を以下に示す．

(a) 各画像検索エンジンで指定の語句を検索する．

(b) (a)で取得した画像のURLの出現度数を調べ，
降順にソートし，上位 10件を選択する．

2. 検索語の追加による画像検索方式
本方式では，画像を検索する際の検索語を追加
し，画像を取得する．追加する検索語句としては，
Wikipedia記事の定義文（記事の第 1文）から，そ
の語句を説明する語句（「赤飯」の場合，「料理」な
ど）を取得する [4]．

3. 類似画像検索エンジンによる画像検索方式
本方式では，Google画像検索の「類似画像検索」機
能を用いて画像を取得する．検索手順を以下に示す．

(a) Google画像検索で指定の語句を検索する．

(b) 検索結果の画像の中から，「Wikipedia」のURL
を持つ画像を選択する．

(c) 選択画像の類似画像を検索する††．

¶Google Images: http://www.google.com/imghp
‖Bing: http://www.bing.com/?scope=images

∗∗Yahoo Japan: http://search.yahoo.co.jp/image
††画像上の “Similar”をクリックすると当該画像の類似画像を検索

する．
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5. 実験
4.章で述べた各手法により，画像選択結果が改善する
かどうかを調査した．調査においては，「赤飯」「天津飯」
という単語を用いた．調査結果を以下に示す．

1. 画像検索エンジンの多数決方式

• 「赤飯」の検索
2012年 6月 27日時点での「赤飯」の検索で
は，歌い手の「赤飯」の画像がGoogle画像検
索では 2，4番目に，Bing画像検索では 1，4～
6，10番目にあった．Yahoo画像検索では 10
番内には歌い手の「赤飯」はなかった．これら
の複数の検索エンジンを統合した結果の上位
には，歌い手の「赤飯」が含まれており，多数
決方式では適切な画像を選択できないことが
わかった．

• 「天津飯」の検索
2012年 6月 27日の「天津飯」の検索では，漫
画の「天津飯」の画像がGoogle画像検索では
2，3，6番目に，Bing画像検索では 1～4，10
番目に，Yahoo画像検索では 2，6，7，9番目
にあった．「赤飯」と同様に，多数決方式では
適切な画像を選択できないことが分かった．

2. 検索語の追加による画像検索方式
「赤飯」および「天津飯」の追加検索語として，「料
理」を用いたところ，「赤飯」および「天津飯」の上
位 10件の画像検索結果は，全ての検索エンジンに
おいて料理の「赤飯」および「天津飯」となり，適
切な画像を選択できることが分かった．

ただし，追加検索語を「ご飯」とした場合，Google
画像検索およびYahoo画像検索の上位 10件は，全
て料理の「赤飯」関連であったが，Bing画像検索で
は，上位 10件中 8件が歌い手の「赤飯」となった．
なお，Bing画像検索で検索された「歌い手の赤飯」
関連のページには，「ご飯」の語句は含まれていない
ため，検索語「ご飯」の検索が適切に行われていな
いことがわかった．提案方式を十分に機能させるた
めには，適切な追加語句を抽出する必要がある．

3. 類似画像検索エンジンの利用
類似画像検索エンジンを利用した結果，「赤飯」「天
津飯」の両方とも，適切な画像を選択できることが
分かった．ただし，検索結果の画像は，Wikipedia
の記事の画像との類似性が高く，本研究の当初の目

的である，「多様性を持った画像」を取得する方法と
しては，十分な効果を持たない可能性がある．

6. おわりに
今回，Wikipediaを用いた文化差可視化サービスにお

ける文化差検出結果提示のための画像選択手法の検討を
行った．これまでに見つかった画像に関する検出結果提
示の失敗例を示し，画像検索エンジンを用いた画像選択
手法について検討を行った．
今回は，日本語を検索語とした画像選択の検討し，検

索語の追加や類似画像検索エンジンの利用により，検索
結果が改善されることを示した．今後は，より多くの検
索語を用いた評価および中国語や韓国語などの語句を対
象とした検討を進める．
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